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地方独立行政法人山梨県立病院機構の令和３年度における業務実績評価について 

 

地方独立行政法人法第２８条の規定に基づき、山梨県が設立した地方独立行政法人山梨

県立病院機構の令和３年度に係る業務の実績について評価を行いました。 

 

地方独立行政法人は、設立団体が定めた中期目標を達成するための計画（中期計画）を

作成するとともに、中期計画に定めた事項のうち毎事業年度において実施すべき事項を定

める計画（年度計画）を作成します。 

そして、毎事業年度の終了後、業務の実績を設立団体に報告し、その評価を受けること

となっています。 

この業務実績評価書は、県立病院機構から提出された令和３年度の業務実績報告書、県

立病院機構からの説明及び地方独立行政法人山梨県立病院機構評価委員会の意見等を踏ま

え、法人の業務実績の調査、分析を行い、その評価の結果を記載してあります。 

 

令和３年度は、第３期中期目標期間の２年度目であり、救命救急医療を始め、総合周産

期母子医療、がん医療、新型コロナウイルス感染症への対応をはじめとした感染症医療、

精神科救急・急性期医療及び地域医療機関との協力体制の強化等、政策医療を中心に様々

な取り組みが行われました。 

 

山梨県としては、県立病院機構の職員全体が今回の評価結果を共有することにより、各

部署が取り組むべき課題を認識し、改善を続けることで、引き続き本県の基幹病院として

の役割を果たすことを期待します。 

また、県民の皆様には、県立病院機構の取り組みを改めて確認して頂き、今後の法人運

営に関心を持っていただくことを期待します。 

なお、この業務実績評価書の作成にあたり、評価委員の皆様には多大なる御尽力を賜り

ました。厚く御礼申し上げます。 

 

 

令 和 ４ 年 ９ 月 

山梨県知事  長崎 幸太郎 



 

  



 

令和４年度地方独立行政法人山梨県立病院機構評価委員会 

評 価 委 員 

                                  （敬称略） 

    

    

委員長        原 美 幸 

          日本赤十字社山梨県支部事務局長 

 

 

 

委 員       榎 本 信 幸 

          山梨大学医学部附属病院長 

 

 

 

委 員       佐 藤 悦 子 

          公益社団法人山梨県看護協会会長 

 

 

 

委 員       波 木 井  昇 

  （委員長職務代理）    山梨県立大学 名誉教授 

 

 

 

委 員       宮 澤 敏 彦 

             一般社団法人山梨県医師会理事 

      

      

      






































































































































































































































































































